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研究成果の概要（和文）： 
「心の理論」と「実行機能」の概念は、定型発達と非定型発達（広汎性発達障害）の両方を

説明するために用いられてきた。構造方程式モデルによる成人の研究において、抑制制御、ワ

ーキング・メモリ、セット・シフティングという実行機能の要素が分離された。しかし、子ど

ものデータでは結果が一貫しない。抑制制御とワーキング・メモリは「心の理論」の出現にと

って不可欠の要因であることが本研究の結果からも示された。 
 
 

研究成果の概要（英文）： 
The terms “theory of mind” and “executive function” have been used to account for typical and 

atypical development (e.g., pervasive developmental disorders).  Research using a structural equation 
modeling with adults has revealed that the individual components (inhibitory control, working memory, 
and set shifting) can be differentiated.  However, the data from children are contradictory.  The 
evidence suggests that inhibitory control and working memory are vital for the emergence of “theory of 
mind.” 
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１．研究開始当初の背景 
「心の理論」は、認知過程の生涯発達的研

究の分野において、この 20 年間ほどの間に最
も進展した研究テーマのひとつである。Perner, 
J.ら（Wimmer & Perner, 1983; Perner, 1991) の
「誤った信念課題」を用いた一連の研究によ
って、他者の心的表象の理解は４歳頃から可
能になり、およそ６歳頃までに獲得されるこ
とが示されている。 

Baron-Cohen, S. (Baron-Cohen, Leslie, & Frith, 
1985; Baron-Cohen, 1995) は、平均 11 歳の高機
能の自閉症児の８割が通過しないという事実
を明らかにし、自閉症は「心の理論」欠損を
中核的特徴とする障害であるという考えかた
を提唱した。 
 他方、実行機能（executive function）は、大
脳の前頭前野の機能と関連するはたらきとし
て、選択的注意（attending selectively）、行為の
抑制（inhibiting actions）、構えの維持・切替
（maintaining and shifting set）、反応の遅延
（delaying responses）、プラニング（planning）
などを含む幅広い概念である。 
研究の焦点は、「心の理論」が独立したモジ

ュールであるのか、あるいは、「心の理論」は
実行機能と直接に関連するかどうかについて
の検討にある（Perner & Lang, 1999; Carlson, 
Moses, & Breton, 2002; Carlson, Mandell, & 
Williams, 2004 等）。 
 
２．研究の目的 
本研究では、「心の理論」の獲得と実行機能

の発達との関連を、健常な（定型発達の）幼
児・児童を対象とする実験的研究、縦断的発
達調査の多変量解析的研究、および、自閉症
児を中心とする日誌的研究（事例研究）など
に基づいて総合的に検討することを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
 次の４つの方法に沿って研究を行った。 
● 健常児と障害児の両方から発達を見る包括
的・総合的な研究を行う。 

● 実験的方法、多変量解析的方法、日誌的事
例観察法を併用して研究を行う。 

● 英国の研究者との国際的共同研究により比
較文化的検討を行う。 

● 理論的展開だけでなく、広汎性発達障害など
の子どもたちの発達援助に資する方法を探
る。 

 
４．研究成果 

(1) 子安の研究の主要な結果は『発達心理学
研究』の３論文にその成果をまとめている

（小川・子安, 2008, 2010; 溝川・子安, 2008）。 
最も中心となる小川・子安 (2008) の研究 

では、年少児23名、年中児21名、年長児24名
に「心の理論」課題として (a) 誤った信念課
題、(b) スマーティ課題、実行機能課題とし
て (c) 青／赤課題、(d) ハンドゲーム、(e) タ
ワー課題、(f) DCCS課題、(g) 単語逆唱スパ
ン課題、(h) 8ボックス課題、言語能力測定課
題として WPPSI 語彙理解テストを実施した。 

図１の構造方程式モデルによる分析結果
に示すように、葛藤抑制とワーキングメモリ
との間に強い関連性（r=.87）があった。言語
能力を統制すると、誤った信念課題と単語逆
唱スパン課題との相関（r=.25）、および誤っ
た信念課題とDCCS課題との相関（r=.21）が
見られた。誤った信念課題の通過に必要な実
行機能は、一つの課題状況に対して複数の視
点を統制する能力と、それを可能にする十分
な容量のワーキングメモリであると考えら
れる。 

 
 

  
 
 
 
 
 
 

図１ 構造方程式モデルによる分析結果 
 
(2) 別府の研究では、話し言葉を持たない

自閉症幼児を対象とする３年間の参与観察
資料をもとに、心の理解と情動調整の関連を
検討し、アタッチメントの発達との関連を明
らかにしている。すなわち、他者理解が見ら
れない２～３歳の段階では、こだわりによる
不安／不快の回避という情動調整スタイル
と密着的接近というアタッチメントを示す
が、やがて他者が不安／不快に立ち向かう心
の支えとなり、心理的な安全基地という形の
アタッチメントを示すようになる。 

 
(3) 木下の研究では、反応抑制を必要とす

るものとして「秘密」に着目し、日常保育場
面において秘密の生起場面を分析した結果、
「小声で話す」などのふるまいは３歳前後で
確認できるが、情報保持は４歳以降であるこ
とを明らかにした。他方、秘密とはいわば正
反対の心の働きが「教える」ということにな



るが、その教え方の発達は年中児での「押し
つける」ことから年長児での「見守る」こと
へと変化していく。このような発達的変化は、
「心の理論」の獲得の時期と平仄が一致して
いる。 

 
(4) 郷式の研究では、二重課題法を併用す

る実行機能課題と「誤った信念」課題の関連
性について検討した。赤／青課題とDCCS課
題について、二重課題として無関連な外国語
（聴覚刺激）の提示か、モニター上で課題に
無関連に動きまわる四角の小図形（視覚刺
激）の提示が行われ、それを無視することが
求められた。その結果、誤った信念課題およ
び実行機能課題で二重課題の妨害効果が見
られたが、対象児の全年齢および両刺激にお
いてそれほど大きな効果ではなかった。また、
同じ被験児に対して１年後に同じ課題を実
施する縦断的研究を行ったところ、２時点の
課題成績に関連が見られた。 
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